
     

 

 

 

 

 

1/28 なわとび集会がありました。 
最初は「短なわチャレンジ」でした。一人一人が、前とび、後ろとび、かけ足とび、あやとび、交差

とび、二重とび、そくしん二重とび、あや二重、交差二重、つばめ返しのそれぞれの種目で、自分で決

めた種目に挑戦しました。みんな、これまで練習してきた成果が発揮できていました。「短なわチャレ

ンジ」が終わった時点では、赤団７６点、白団６１点、黄団６７点、青団７８点でした。 

その後、「長なわチャレンジ」「８の字チャレンジ」をしました。応援の声をかけ合い、協力している

姿が見られ、どの団も団結してがんばっていることがうかがわれました。 

「短なわ」「長なわ」「８の字」の得点の合計は、赤団９０９点、白団８１６点、黄団９６０点、青団

１０８５点で、青団の優勝となりました。 

みんな真剣に跳び、応援する姿が見られたなわとび集会を通して、瑞穂っ子の絆をさらに深めるこ

とができました。集会を上手に進行してくれた体育委員の皆さんありがとうございました。 

  

1/29 先輩と語る会がありました。 
 中学１年生の藤田  さん、杉浦  さん、中学２年生の三原  さん、立中  さんの４人が５

時間目に６年教室へ来て、羽咋中学校についていろいろ教えてくれました。 

初めに「羽中祭」や「修学旅行」「わく・ワーク体験」等、中学校での主な行事や学校生活について、

画像などを見せながら説明してくれました。 

次に「勉強は難しいか？」「部活動はどうやって決めた？」「ほかの学校の人とはどうやったら仲良

くやれる？」等の６年生からよくある質問に、４人の中学生がそれぞれの思いで答えてくれました。 

最後に「休み時間は何分？」「おすすめの勉強法は？」等の質問に時々笑いも交えながら、和気あい

あいとした雰囲気で答えてくれました。 

６年生の中学進学に向けた余計な不安を取り除き、いい意味での期待と緊張感が高まったのではな

いでしょうか。 
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